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【 提 出 日 】 平 成 18年 10月 25日 (2006.10.25)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 書 類 名 】 　 　 　 明 細 書
【 発 明 の 名 称 】 　 圧 縮 機
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 　 【 請 求 項 １ 】 　 流 体 を 圧 縮 す る 圧 縮 機 構 と 、 該 圧 縮 機 構 を 駆 動 す る 駆 動 力 を 発 生 す る
電 動 機 と 、 該 電 動 機 と 前 記 圧 縮 機 構 を 連 結 し て 電 動 機 の 駆 動 力 を 圧 縮 機 構 に 伝 達 す る ク ラ
ン ク 軸 と 、 を 備 え 、 前 記 ク ラ ン ク 軸 の 前 記 電 動 機 に 対 す る 軸 方 向 一 端 側 の み が 支 持 さ れ た
圧 縮 機 に お い て 、
　 前 記 ク ラ ン ク 軸 の 共 振 周 波 数 は 、 ク ラ ン ク 軸 の 最 大 運 転 回 転 速 度 と 前 記 電 動 機 の 極 数 の
積 よ り も 大 な る こ と を 特 徴 と す る 圧 縮 機 。
　 　 【 請 求 項 ２ 】
　 流 体 を 圧 縮 す る 圧 縮 機 構 と 、 前 記 圧 縮 機 構 を 駆 動 す る た め の 駆 動 力 を 発 生 す る 電 動 機 と
、 該 電 動 機 と 前 記 圧 縮 機 構 を 連 結 し て 電 動 機 の 駆 動 力 を 圧 縮 機 に 伝 達 す る ク ラ ン ク 軸 と 、
前 記 ク ラ ン ク 軸 の 前 記 電 動 機 に 対 す る 軸 方 向 一 端 側 の み を 支 持 す る 軸 受 と 、 を 備 え た 圧 縮
機 に お い て 、
　 前 記 電 動 機 の 回 転 子 の 重 量 を ｍ 、 前 記 ク ラ ン ク 軸 の 直 径 を ｄ 、 前 記 電 動 機 の 極 数 を Ｐ 、
前 記 回 転 子 の 軸 方 向 の 厚 さ を l a 、 前 記 回 転 子 の 前 記 軸 受 け 側 の 端 面 か ら 前 記 軸 受 け の 前 記
回 転 子 側 の 端 面 ま で の 距 離 を l b 、 前 記 軸 受 け の 軸 方 向 の 長 さ を l c 、 前 記 ク ラ ン ク 軸 の 最 大
運 転 回 転 数 を f m と し 、
　 　 【 数 １ 】



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と し た と き 、
　 　 【 数 ２ 】
　
　
　
　
を 満 た す こ と を 特 徴 と し た 密 閉 型 圧 縮 機 。
　 　 【 請 求 項 ３ 】 　 前 記 電 動 機 の 極 数 Ｐ は 、 Ｐ ≧ ６ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載
の 圧 縮 機 。
　 　 【 請 求 項 ４ 】 　 前 記 電 動 機 は 、 Ｄ Ｃ ブ ラ シ レ ス モ ー タ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ か ら ３ の 何 れ か 一 つ に 記 載 の 圧 縮 機 。
　 　 【 請 求 項 ５ 】 　 前 記 電 動 機 の 回 転 子 の 鉄 心 は 、
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ４ の 何 れ か 一 つ に 記 載 の 圧 縮 機 。
　 　 【 請 求 項 ６ 】 　 前 記 は 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求
載 の 圧 縮 機 。
　 　 【 請 求 項 ７ 】 　 前 記 圧 縮 機 が 屋 内 に 設 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ６ の 何 れ
か 一 つ に 記 載 の 圧 縮 機 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
　 　 　 【 ０ ０ ０ １ 】
　 　 【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
　 本 発 明 は 、 圧 縮 機 に 関 す る も の で あ り 、 例 え ば 除 湿 機 や 冷 蔵 庫 等 の 冷 凍 機 に 使 用 さ れ る
圧 縮 機 に 関 す る も の で あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ２ 】
　 　 【 従 来 の 技 術 】
図 ５ 及 び 図 ６ は 、 従 来 の 圧 縮 機 を 示 し 、 よ り 具 体 的 に は 、 図 ５ は 電 動 機 の 軸 方 向 片 側 の み
に 軸 受 け を 有 す る ロ ー タ リ 式 密 閉 型 圧 縮 機 の 断 面 図 を 示 し 、 図 ６ は 図 ５ に 示 す 電 動 機 と し
て 用 い た 4極 の 鉄 心 内 部 磁 石 埋 込 型 Ｄ Ｃ ブ ラ シ レ ス モ ー タ の 構 造 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 ５ に お い て 、 １ は ケ ー ス と し て の 密 閉 容 器 で あ り 、 密 閉 容 器 １ は 、 下 部 に は 圧 縮 機 構
２ を 、 上 部 に は 圧 縮 機 構 ２ を 駆 動 す る 電 動 機 ３ を 収 容 し て い る 。 ４ は 圧 縮 機 構 ２ に お け る
圧 縮 室 を 示 し 、 ５ 、 ６ は シ リ ン ダ ７ と と も に 上 記 圧 縮 室 ４ を 形 成 す る 上 、 下 軸 受 け で あ る
。 こ れ ら 上 、 下 軸 受 け ５ 、 ６ は 、 電 動 機 ３ の 軸 方 向 の 片 側 一 方 向 、 図 ５ に お け る 電 動 機 ３
の 下 部 に の み 存 在 し て い る 。 ８ は 電 動 機 ３ の 回 転 子 回 転 軸 と 一 体 に 形 成 さ れ た ク ラ ン ク 軸
で あ り 、 こ の ク ラ ン ク 軸 ８ は 軸 受 け ５ 、 ６ に よ り 支 持 さ れ て い る 。 ９ は ロ ー リ ン グ ピ ス ト
ン で あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ４ 】
　 電 動 機 ３ は 、 回 転 子 １ ０ と 固 定 子 １ １ よ り 構 成 さ れ 、 回 転 子 １ ０ は 薄 板 電 磁 鋼 板 を プ レ
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内 部 に 永 久 磁 石 を 配 置 し た 構 造 で あ る

永 久 磁 石 希 土 類 系 磁 石 か ら な る 項 ５ 記



ス 抜 き し た も の を 積 層 し た 構 造 で 永 久 磁 石 挿 入 孔 １ ２ を 有 す る 鉄 心 部 １ ３ と 、 鉄 心 部 磁 石
挿 入 孔 １ ２ 内 部 に 配 置 さ れ る 永 久 磁 石 １ ４ 、 永 久 磁 石 を 保 持 す る 端 板 １ ５ 、 圧 縮 機 構 の ト
ル ク 変 動 に 対 し バ ラ ン ス を 取 る た め の バ ラ ン ス ウ ェ イ ト １ ６ 及 び 端 板 １ ５ や バ ラ ン ス ウ ェ
イ ト １ ６ を 回 転 子 鉄 心 １ ３ と 結 合 さ せ る リ ベ ッ ト １ ７ に よ り 構 成 さ れ る 。 固 定 子 １ １ は 回
転 子 鉄 心 １ ３ と 同 様 に 薄 板 電 磁 鋼 板 を プ レ ス 抜 き し た も の を 積 層 し た 構 造 の 鉄 心 部 １ ８ 、
固 定 子 鉄 心 部 １ ８ に 巻 回 さ れ た 界 磁 巻 線 １ ９ よ り 構 成 さ れ る 。 ま た 、 回 転 子 １ ０ と 固 定 子
１ １ の 間 に は 空 隙 ２ ０ が 設 け ら れ て い る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ５ 】
　 図 ６ に お い て 、 回 転 子 １ ０ は 、 薄 板 電 磁 鋼 板 を プ レ ス 抜 き し た 回 転 子 鉄 心 １ ３ に 、 磁 石
挿 入 孔 １ ２ 、 リ ベ ッ ト 挿 入 孔 ２ １ 、 ク ラ ン ク 軸 挿 入 孔 ２ ２ 、 積 層 し た 薄 板 鉄 心 を 連 結 す る
た め の カ シ メ ２ ３ 、 騒 音 お よ び 電 動 機 の 効 率 向 上 の た め に 付 設 さ れ た ス リ ッ ト ２ ４ が 打 ち
抜 か れ た も の を 積 層 し て 構 成 さ れ て い る 。 磁 石 挿 入 孔 １ ２ に は 、 永 久 磁 石 １ ４ が Ｓ 極 と N
極 が 交 互 に な る よ う に 設 置 さ れ て い る 。 ま た 、 こ の よ う に 回 転 子 鉄 心 １ ３ に 磁 石 を 配 置 す
る 構 造 の 鉄 心 内 部 磁 石 埋 込 型 Ｄ Ｃ ブ ラ シ レ ス モ ー タ で は 、 永 久 磁 石 １ ４ の 外 周 側 に 磁 極 鉄
心 部 ２ ５ が 存 在 す る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ６ 】
　 一 方 、 固 定 子 １ １ は 、 薄 板 電 磁 鋼 板 を プ レ ス 抜 き し た 回 転 子 鉄 心 １ ８ に 、 テ ィ ー ス 部 ２
６ 、 ス ロ ッ ト 部 ２ ７ を 打 ち 抜 い た も の を 積 層 し て 構 成 さ れ て い る 。 ス ロ ッ ト 部 ２ ７ に は 界
磁 巻 線 １ ９ が 1コ イ ル あ た り ス ロ ッ ト ピ ッ チ 角 θ で 巻 回 さ れ て い る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ７ 】
　 　 【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
　 し か し な が ら 、 こ の よ う な 従 来 の 圧 縮 機 は 下 記 の 問 題 点 を 有 し て い た 。
　 す な わ ち 、 図 ５ 、 図 ６ に 示 す 鉄 心 内 部 磁 石 埋 込 型 Ｄ Ｃ ブ ラ シ レ ス モ ー タ に お い て は 、 回
転 子 鉄 心 １ ３ に 配 置 さ れ る 永 久 磁 石 １ ４ の 外 周 部 に 磁 極 鉄 心 部 ２ ５ が 存 在 す る た め 、 固 定
子 巻 線 １ ９ に よ り 励 磁 さ れ た 磁 束 が 回 転 子 磁 極 鉄 心 部 ２ ５ を 通 り 、 回 転 子 １ ０ を 固 定 子 側
に 引 き 寄 せ よ う と す る 磁 気 吸 引 力 が 発 生 す る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の 磁 気 吸 引 力 は 、 固 定 子 １ ０ と 回 転 子 １ １ の 間 の 空 隙 ２ ０ の 間 隔 が 均 等 で あ る 場 合 に
は 、 回 転 子 各 極 で バ ラ ン ス す る た め に 問 題 と な ら な い が 、 回 転 軸 の 偏 心 や 軸 の 倒 れ 等 に よ
り 空 隙 ２ ０ に ア ン バ ラ ン ス が 生 じ る と 、 各 極 間 の 磁 気 吸 引 力 が つ り 合 わ な く な り 、 回 転 数
の 極 数 倍 の 周 波 数 を も つ 加 振 力 が 発 生 す る 。 こ の 加 振 力 と 偏 心 に 対 す る 感 度 は 、 鉄 心 内 部
磁 石 埋 込 型 の Ｄ Ｃ ブ ラ シ レ ス モ ー タ で は 非 常 に 敏 感 な た め 、 量 産 組 立 時 に 生 産 さ れ る す べ
て の 圧 縮 機 で こ の 加 振 力 が 発 生 し な い よ う に 空 隙 ２ ０ を 管 理 す る こ と は き わ め て 困 難 で あ
り 、 こ の 問 題 が 、 圧 縮 機 の 騒 音 ， 振 動 の 加 振 源 の う ち の 一 つ と な っ て い る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 軸 受 け が 回 転 子 の 軸 方 向 の 片 側 一 方 向 に の み 存 在 す る 密 閉 型 圧 縮 機 で は 、 運 転 時
の 回 転 軸 の た わ み に よ る 軸 共 振 周 波 数 が 存 在 す る た め 、 こ の 共 振 周 波 数 に 前 記 加 振 力 の 周
波 数 が 一 致 す る と 、 大 き な 騒 音 ， 振 動 が 発 生 す る と い う 問 題 が あ っ た 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 問 題 点 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で あ り 、 軸 受 け が 電 動 機 の 片 側 一
方 向 に の み 存 在 す る 圧 縮 機 に お い て 、 低 騒 音 化 及 び 低 振 動 化 を 図 る こ と を 目 的 と す る も の
で あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ １ 】
　 　 【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
　 第 １ の 発 明 に 係 る 圧 縮 機 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 　 流 体 を 圧 縮 す る 圧 縮 機 構 と 、
該 圧 縮 機 構 を 駆 動 す る 駆 動 力 を 発 生 す る 電 動 機 と 、 該 電 動 機 と 前 記 圧 縮 機 構 を 連 結 し て 電
動 機 の 駆 動 力 を 圧 縮 機 構 に 伝 達 す る ク ラ ン ク 軸 と 、 を 備 え 、 前 記 ク ラ ン ク 軸 の 前 記 電 動 機
に 対 す る 軸 方 向 一 端 側 の み が 支 持 さ れ た 圧 縮 機 に お い て 、 前 記 ク ラ ン ク 軸 の 共 振 周 波 数 は
、 ク ラ ン ク 軸 の 最 大 運 転 回 転 速 度 と 前 記 電 動 機 の 極 数 の 積 よ り も 大 な る こ と を 特 徴 と す る
も の で あ る 。
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　 　 　 【 ０ ０ １ ２ 】
　 第 ２ の 発 明 に 係 る 圧 縮 機 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 流 体 を 圧 縮 す る 圧 縮 機 構 と 、 前
記 圧 縮 機 構 を 駆 動 す る た め の 駆 動 力 を 発 生 す る 電 動 機 と 、 該 電 動 機 と 前 記 圧 縮 機 構 を 連 結
し て 電 動 機 の 駆 動 力 を 圧 縮 機 に 伝 達 す る ク ラ ン ク 軸 と 、 前 記 ク ラ ン ク 軸 の 前 記 電 動 機 に 対
す る 軸 方 向 一 端 側 の み を 支 持 す る 軸 受 と 、 を 備 え た 圧 縮 機 に お い て 、 前 記 電 動 機 の 回 転 子
の 重 量 を ｍ 、 前 記 ク ラ ン ク 軸 の 直 径 を ｄ 、 前 記 電 動 機 の 極 数 を Ｐ 、 前 記 回 転 子 の 軸 方 向 の
厚 さ を l a 、 前 記 回 転 子 の 前 記 軸 受 け 側 の 端 面 か ら 前 記 軸 受 け の 前 記 回 転 子 側 の 端 面 ま で の
距 離 を l b 、 前 記 軸 受 け の 軸 方 向 の 長 さ を l c 、 前 記 ク ラ ン ク 軸 の 最 大 運 転 回 転 数 を f m と し 、
　 　 　 【 ０ ０ １ ３ 】
　 　 【 数 ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と し た と き 、
　 　 　 【 ０ ０ １ ４ 】
　 　 【 数 ４ 】
　
　
　
　
を 満 た す こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 前 記 電 動 機 の 極 数 Ｐ は 、 Ｐ ≧ ６ で あ っ て も よ い 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ６ 】
　 さ ら に 、 前 記 電 動 機 は 、 Ｄ Ｃ ブ ラ シ レ ス モ ー タ で あ っ て も よ い 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た さ ら に 、 前 記 電 動 機 の 回 転 子 の 鉄 心 は 、 で あ っ て も
よ い 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ８ 】
　 さ ら に ま た 、 前 記 は 、 で あ っ て も よ い 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た さ ら に 、 前 記 圧 縮 機 が 屋 内 に 設 置 さ れ る も の で あ っ て も よ い 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ０ 】
　 　 【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
実 施 の 形 態 1．
以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 1を 図 面 を 用 い て 説 明 す る 。
図 １ 、 図 ２ は 、 本 発 明 に 係 る 圧 縮 機 を 密 閉 型 圧 縮 機 に 適 用 し た 場 合 の 実 施 の 形 態 １ を 示 す
図 で あ り 、 図 １ は 圧 縮 機 全 体 の 断 面 図 で あ り 、 図 ２ は 図 １ に 示 さ れ た 鉄 心 内 部 磁 石 埋 込 型
Ｄ Ｃ ブ ラ シ レ ス モ ー タ の 構 造 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ １ 】
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内 部 に 永 久 磁 石 を 配 置 し た 構 造

永 久 磁 石 希 土 類 系 磁 石



　 本 実 施 の 形 態 １ に お い て は 、 図 １ に 示 す 回 転 子 １ ０ に 設 置 さ れ る 永 久 磁 石 １ ４ に は フ ェ
ラ イ ト 系 磁 石 材 を 用 い て い る 。 ま た 、 回 転 子 重 量 低 減 の た め に 、 圧 縮 機 の 必 要 と す る 出 力
を 維 持 す る こ と を 考 慮 し た 上 で 、 回 転 子 の 外 径 、 鉄 心 の 積 み 巾 を 可 能 な 限 り 小 さ く し て あ
る 。
　 な お 、 図 １ 、 図 ２ に 示 し た 本 実 施 の 形 態 １ の 説 明 に お い て は 、 重 複 し た 説 明 を 避 け る た
め 、 図 ５ 、 図 ６ に 示 し た と 構 成 と 同 じ も の に は 、 同 じ 符 号 を 付 し て そ の 説 明 は 省 略 す る も
の と す る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま ず 、 本 実 施 の 形 態 １ に お い て に お い て は 、 ク ラ ン ク 軸 ８ の 軸 共 振 周 波 数 を 、 軸 受 け 部
５ 、 ク ラ ン ク 軸 ８ お よ び 回 転 子 １ ０ を 、 は り と 集 中 加 重 の 系 と 考 え 次 ぎ の 通 り 近 似 す る 。
　 ク ラ ン ク 軸 ８ の 直 径 を ｄ [mm]と す る と 、 軸 の 断 面 2次 モ ー メ ン ト Iは 、
　 　 　 【 ０ ０ ２ ３ 】
　 　 【 数 ５ 】
　
　
　
　
　
で 求 め ら れ 、 電 動 機 回 転 子 鉄 心 の 積 み 厚 を ｌ a [mm]、 電 動 機 回 転 子 鉄 心 の 軸 受 け 側 端 面 か
ら 軸 受 け の 電 動 機 回 転 子 側 の 端 面 ま で の 距 離 を ｌ b [mm]、 軸 受 け の 長 さ を ｌ c [mm]と し た と
き に 、 は り の 長 さ を L[mm]と す る と 、
　 　 　 【 ０ ０ ２ ４ 】
　 　 【 数 ６ 】
　
　
　
　
で 近 似 で き る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ５ 】
　 次 に 、 電 動 機 の 回 転 子 の 重 量 を m[kg]と す る と 、 ク ラ ン ク 軸 ８ の 軸 共 振 振 動 数 ｆ s は 、
　 　 　 【 ０ ０ ２ ６ 】
　 　 【 数 ７ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
で 求 め ら れ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ７ 】
圧 縮 機 は 、 そ の 使 用 用 途 に よ り 使 用 さ れ る 運 転 回 転 数 の 範 囲 が 異 り 、 そ の 運 転 範 囲 内 で の
最 大 運 転 回 転 数 を ｆ m [Hz]、 回 転 子 の 極 数 を Ｐ と す る と 、
　 　 　 【 ０ ０ ２ ８ 】
　 　 【 数 ８ 】
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と 設 計 す る こ と に よ り 、 圧 縮 機 の 運 転 範 囲 に お い て 運 転 回 転 数 の 極 数 倍 の 周 波 数 を も つ 加
振 力 の 影 響 を 受 け る こ と が な く な り 、 圧 縮 機 の 低 騒 音 お よ び 低 振 動 化 を 図 る こ と が で き る
。 こ の よ う に 設 定 す る こ と は 、 言 い 換 え れ ば 、 ク ラ ン ク 軸 ８ の 共 振 周 波 数 が 、 ク ラ ン ク 軸
の 最 大 運 転 回 転 速 度 と 電 動 機 の 極 数 の 積 よ り も 大 く な る こ と を 意 味 す る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 DCブ ラ シ レ ス モ ー タ の ト ル ク Ｔ は 、 永 久 磁 石 に よ る 空 隙 磁 束 密 度 Ｂ 、 固 定 子 巻 線
に 流 れ る 圧 縮 機 運 転 電 流 ｉ 、 回 転 子 の 積 み 厚 ｌ a と す る と
　 　 　 【 ０ ０ ３ ０ 】
　 　 【 数 ９ 】
　
　
　
で 表 さ れ る 。 こ こ で は 、 回 転 子 を 小 型 化 て い る た め 、 小 型 化 し て い な い 回 転 子 と 同 一 ト ル
ク を 出 力 す る 場 合 を 考 え る と 、 圧 縮 機 運 転 電 流 ｉ は 大 き く な る 傾 向 に あ る 。 巻 線 抵 抗 を Ｒ
と す る と 電 動 機 の 損 失 の 一 つ で あ る 銅 損 W C は 、
　 　 　 【 ０ ０ ３ １ 】
　 　 【 数 １ ０ 】
　
　
　
で 表 さ れ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ３ ２ 】
　 そ こ で 、 電 動 機 の 極 数 Ｐ を ６ 極 以 上 と 多 極 化 す る こ と で 、 同 一 外 径 の ４ 極 の 固 定 子 と 比
べ 、 1コ イ ル あ た り の ス ロ ッ ト ピ ッ チ 角 θ が 小 さ く な る 為 、 固 定 子 に 巻 回 し て あ る 巻 線 １
９ の 周 長 が 短 く て す み 、 巻 線 抵 抗 を 抑 え 、 銅 損 を 小 さ く す る こ と が で き る 。
　 ま た 、 空 隙 磁 束 密 度 Ｂ を 同 じ に す る た め に 1つ の 極 が 受 け 持 つ 磁 束 量 が 、 多 極 化 す る ほ
ど 低 減 さ れ る た め 、 鉄 心 間 ピ ー ク 磁 束 を 減 少 さ せ る こ と が で き 、 磁 気 飽 和 を 回 避 し 鉄 損 を
低 減 す る こ と が で き る 。
　 　 　 【 ０ ０ ３ ３ 】
　 一 般 的 に 、 圧 縮 器 を 用 い た 除 湿 機 、 冷 蔵 庫 等 に お い て は 圧 縮 機 を 他 の 部 品 と 共 に 一 つ の
筐 体 内 に 配 置 す る た め 、 騒 音 源 と な る 圧 縮 機 が 屋 内 に 設 置 さ れ る こ と に な る 。 本 実 施 の 形
態 の 圧 縮 機 は 屋 外 に 設 置 さ れ た 場 合 に も 効 果 が あ る の は 勿 論 で あ る が 、 屋 外 に 比 べ 一 層 の
騒 音 対 策 が 必 要 な 上 記 例 の よ う な 除 湿 機 や 冷 蔵 庫 等 の 屋 内 に 本 実 施 の 形 態 の 圧 縮 機 を 設 置
す る 場 合 に は 特 に 効 果 的 で あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ３ ４ 】
　 な お 、 本 実 施 の 形 態 １ の 例 で は 、 ロ ー タ リ 式 圧 縮 機 を 用 い て い る が 、 軸 受 け が 電 動 機 の
軸 方 向 の 一 方 向 側 の み に 存 在 す る 構 造 で あ れ ば 、 他 の 圧 縮 機 に も 適 用 で き る こ と は 勿 論 で
あ り 、 例 え ば 、 レ シ プ ロ 式 ， ス ク ロ ー ル 式 等 の 圧 縮 機 に つ い て も 適 用 可 能 で あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ３ ５ 】
実 施 の 形 態 ２ ．
以 下 、 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 2を 図 面 を 用 い て 説 明 す る 。
図 ３ 、 図 ４ は 、 本 発 明 に 係 る 圧 縮 機 を 密 閉 型 圧 縮 機 に 適 用 し た 場 合 の 実 施 の 形 態 ２ を 示 す
図 で あ り 、 図 ３ は 圧 縮 機 全 体 の 断 面 図 で あ り 、 図 ４ は 図 ３ に 示 さ れ た 鉄 心 内 部 磁 石 埋 込 型
Ｄ Ｃ ブ ラ シ レ ス モ ー タ の 構 造 を 示 す 平 面 図 で あ る 。 な お 、 図 ３ 、 図 ４ に 示 し た 本 実 施 の 形
態 ２ の 説 明 に お い て も 、 上 述 の 第 １ の 実 施 の 形 態 の 説 明 と 同 様 に 重 複 し た 説 明 を 避 け る た
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め 、 図 ５ 、 図 ６ に 示 し た と 構 成 と 同 じ も の に は 、 同 じ 符 号 を 付 し て そ の 説 明 は 省 略 す る も
の と す る 。
　 　 　 【 ０ ０ ３ ６ 】
　 本 実 施 の 形 態 ２ が 上 述 の 実 施 の 形 態 １ と 異 な る 点 は 、 図 ３ に 示 す 回 転 子 １ ０ に 設 置 さ れ
る 永 久 磁 石 １ ４ に 希 土 類 系 磁 石 材 を 用 い た こ と で あ る 。 こ の よ う に 、 残 留 磁 束 密 度 の 高 い
希 土 類 系 磁 石 材 を 用 い る こ と に よ っ て 、 磁 石 の 大 き さ を 小 さ く し て も 必 要 十 分 な 磁 束 を 確
保 で き る よ う に な り 、 磁 束 を 下 げ る こ と な く 回 転 子 の 小 型 化 が 可 能 で あ り 、 回 転 子 外 径 や
積 み 厚 に 対 し 設 計 の 自 由 度 が 増 す と い う 利 点 が あ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ３ ７ 】
　 さ ら に 本 実 施 の 形 態 ２ で は 、 図 ３ に 示 す よ う に 固 定 子 の 巻 線 を 隣 り 合 う ス ロ ッ ト に 集 中
直 巻 き す る 方 法 を 採 用 し て お り 、 こ れ に よ り 、 図 ２ で 示 し た 分 布 巻 き に 比 べ ス ロ ッ ト ピ ッ
チ 角 θ を さ ら に 小 さ く す る こ と が で き 、 電 動 機 の 小 型 化 お よ び 高 効 率 化 を 図 る こ と が で き
る 。
　 　 　 【 ０ ０ ３ ８ 】
　 　 【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に よ れ ば 、 圧 縮 機 の 運 転 回 転 数 範 囲 内 に お い て 、 鉄 心 内 部 磁 石 埋 込 型 Ｄ Ｃ ブ ラ シ レ
ス モ ー タ を 使 用 し た 密 閉 型 圧 縮 機 特 有 の 、 圧 縮 機 運 転 回 転 数 と 回 転 子 極 数 の 積 の 周 波 数 を
持 つ 加 振 力 の 影 響 を 回 避 し 、 低 騒 音 ， 低 振 動 化 を 図 る こ と が 可 能 で あ る 。
ま た 、 圧 縮 機 を 屋 内 に 設 置 す る よ う な シ ス テ ム に 、 上 記 の よ う に 騒 音 低 減 効 果 が あ る 本 発
明 を 適 用 し た 場 合 、 特 に 効 果 的 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
　 　 【 図 １ 】 　 本 発 明 に 係 る 圧 縮 機 の 実 施 の 形 態 １ の 構 造 を 示 す 断 面 図 。
　 　 【 図 ２ 】 　 図 １ に 示 さ れ た 電 動 機 の 構 造 を 示 す 平 面 図 。
　 　 【 図 ３ 】 　 本 発 明 に 係 る 圧 縮 機 の 実 施 の 形 態 ２ の 構 造 を 示 す 断 面 図 。
　 　 【 図 ４ 】 　 図 ３ に 示 さ れ た 電 動 機 の 構 造 を 示 す 平 面 図 。
　 　 【 図 ５ 】 　 従 来 の 圧 縮 機 の 構 造 を 示 す 断 面 図 。
　 　 【 図 ６ 】 　 従 来 の 圧 縮 機 に 用 い ら れ た 電 動 機 の 構 造 を 示 す 平 面 図 。
　 　 【 符 号 の 説 明 】
１ 　 密 閉 容 器 （ ケ ー ス ） 、 　 　 ２ 　 圧 縮 機 構 、 　 　 ３ 　 電 動 機 、 　 　 ４ 　 圧 縮 室
５ 　 上 側 軸 受 け 、 　 　 ６ 　 下 側 軸 受 け 、 　 　 ７ 　 シ リ ン ダ 、 　 　 ８ 　 ク ラ ン ク 軸
９ 　 ロ ー リ ン グ ピ ス ト ン 、 　 　 １ ０ 　 回 転 子 、 　 　 １ １ 　 固 定 子 、
１ ２ 　 磁 石 挿 入 孔 、 　 　 １ ３ 　 回 転 子 鉄 心 、 　 　 １ ４ 　 永 久 磁 石 、
１ ５ 　 端 板 、 　 　 １ ６ 　 バ ラ ン ス ウ ェ イ ト 、 　 　 １ ７ 　 リ ベ ッ ト 、
１ ８ 　 固 定 子 鉄 心 、 　 　 １ ９ 　 固 定 子 巻 線 、 　 　 ２ ０ 　 空 隙 、
２ １ 　 リ ベ ッ ト 挿 入 孔 、 　 　 ２ ２ 　 ク ラ ン ク 軸 挿 入 孔 、 　 　 ２ ３ 　 カ シ メ 、
２ ４ 　 ス リ ッ ト 、 　 　 ２ ５ 　 磁 極 鉄 心 部 、 　 　 ２ ６ 　 固 定 子 テ ィ ー ス 部 、
２ ７ 　 固 定 子 ス ロ ッ ト 部

(7) JP 2001-248556 A5 2006.12.7
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